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ピアノ
毎第2・ 13:00～

14:30野川地域センター。
楽譜の読めない初心者歓
迎、無料体験あり 2,000
円 中高年からのかんた
んピアノ☎090-5753-
4218同会
ジャズボーカル
毎第 岩戸地域セン

ター 南部地域セン

ター 14:00～16:00。講
師を迎えジャズの名曲をレ
ッスン 筆記用具 初心
者、ジャズボーカル愛好
家 3,000円 ジャズ ボ
ーカル スマイル☎090-
3599-3164同会
練功体操

13:50～15:20
市民総合体育館。呼吸法、
ストレッチ。加齢による
筋肉の老化防止が目的
水、タオル 中高年 20
人 2,000円 狛江練功

体操クラブ☎090-6473-
3915杉山
着付
毎第１・２・３

10:00～12:00中 央 公
民館。自装、他装の練
習。無料着付体験、見
学可 あれば着物一式
女 性 500円 四

季 の 会 ☎・FAX3480-
5475 chage1@jcom.
home.ne.jp渡辺
社交ダンス
月4 13:00～

16:00中央公民館。プロの
指導あり。男性歓迎 ダン
スシューズ 5人 3,000
円 1,000円 さくらダ
ンス研究会☎090-9234-
9936FAX4500-0216 
take-free281227@

ezweb.ne.jp竹林

ウクレレ＆歌
月3 18:30～20：

00、月3回
～12：00/14:00～16：
00中央公民館。ウクレレ
を弾きながら歌う ウクレ
レ 4,500円 ハウオリ・
ウクレレメイツ☎3489-
4501栗山
ゴルフ
年6回近くのゴルフ

場。女性の会 ゴルフ用
具 年齢制限なし 6人
5,000円 各回2,000円
事前 狛江レディース会
☎ 090-9311-4195  
uemuranobuko16416 
@softbank.ne.jp上村
剣道

18:45～21：
00野川地域センター・緑
野小学校。初めての人で

も基本から指導。小学生
の防具は貸し出し可 小
学生以上 2,000円
事前 狛江剣道同志会☎
090-8317-1015加藤 
http://ww w.sam.hi-ho.
ne.jp/tsub/
社交ダンス

19:00～21：
00西河原公民館。プロ
講師2名が指導。無料体
験あり ダンスシューズ
3,500円 1,000円
狛江ボールルームダン

ス ☎090-1885-5725 
FAX3480-9877高橋
小学生バレーボール

16:00～18:30、
17:00～19:30、毎

（遠征、試
合あり）緑野小学校。見
学・体験歓迎 体育館履

き、飲み物、タオル 小学
1～4年生の女子 3,000
円 事前 狛江セブン☎
080-5376-8471山 本
http://komae7.wix.

com/komae7#
ソフトボール（女性）

9:00
～11:00西和泉グランド。
経験者、未経験者問わず
1,000円 ハイパー・
ビーンズ☎090-8022-
9824 s.h.s-toshi.t@
docomo.ne.jp高橋
カラオケ

13:00～17:00
中央公民館または西河原
公民館。ポピュラー、シ
ャンソン、演歌などジャ
ンル不問。見学歓迎 20
歳～70歳くらいまで 10
人 カラオケ・プラ

ザ ☎・FAX5497-5234 
kyama561@gmail.

com山田
リラクゼーションバレ
エ
19:15～21:30中央

公民館。クラシックバレエ
を基礎とした美容健康体
操。見学自由 3,200円
Yu’ sエッセンシャルバ
レエ☎3489-2251原田
中国語

18:00～
19:40岩戸地域センター。
中国語の基礎を少人数で
学習 筆記用具 4,500
円 事前 中国語教室☎
090-7230-1014倉部
健康麻雀
毎第1・ 13：

00～17:00、毎第2・第4
9:00～17:00上和泉地

域センター。手と頭を使っ
て認知症予防と健康維持に
役立つ 60歳以上、初級
可 2回5,000円 2,000
円 わくわく麻雀クラブ☎
3489-0127中島
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こまえ平和フェスタ
2017 平和を願う絵手

紙・川柳・短歌の公募
7月30 12：30～
16:00エコルマホール、8
月2 ～8日 9:00～
17:00西河原公民館で展
示（予定）。一人3作品まで。
既発表も可 締切7月
7日 こまえ平和フェ
ス タ2017☎・FAX3480-
7477西 尾  http://
www.komae-tokyo.
org/festa/

有限会社HANA美
容室(中和泉5-40-26）
は、狛江ショッピングセ

ンター商店会ができた当初から営業を続
けており、創業から半世紀近くを数える。
同商店会は、昭和41年に始まった都
住宅供給公社多摩川住宅の第一次入居
に合わせて関連会社が商店街を開発、
さまざまな業種の商店を募集した。同
美容室は、その第１期に店舗付き住宅
に入居、43年に開店した。
創業者の華頂隆江さん（昭和6年～
平成24年)は、湯河原の温泉場で100
年以上続く老舗髪結い屋に生まれ、実
業家の華頂博通さん(86)と結婚、3人
の男子を育てた。夫妻が調布へ転居し
た40年頃、狛江ショッピングセンター
の商店募集を知った博通さんは美容室
出店を決意、姓の１字を取り「華美容室」
をオープンした。
隆江さんは結婚前に美容師の免許を

持っていた
が、自店の
開業に合わ
せ美容学校
の研修を受
け最新技術

を覚え、開店時には経験豊富な
技術者を含め従業員4人を雇っ
た。開店した年には都営狛江ア
パートの入居が始まり、ふたつの
大規模団地の間にある同商店会
には次 と々商店が建ち、最盛期
には80店舗以上を数える狛江指
折りの商業地として一気に発展。
同美容室も繁盛し、隆江さんは、
美容室を切り盛りするかたわら、
住み込みスタッフの生活指導をは

じめ全員の技術指導に熱心に取り組み、
狛江美容組合支部長や狛江市商工会の
役員なども長年務めた。
隆江さんの三男で現店長の博行さん
(54)は、幼児の頃に美容室が開業し、
最初は生活環境の変化にとまどったが、
すぐに慣れたという。母親やスタッフの
働く姿にあこがれるようになり、大手美
容学校を卒業し有名サロンに就職、当時
その店で働いていた美恵子さんと出会っ
て結婚した。その後、博行さんは12年
間修行し、夫婦で店を継ぐことになり、
店舗を改装し現在の店名に変えた。店
長になると、両親のスタッフとの接し方
やリーダーシップの取り方など経営者と
しての姿勢を思い出し、現在の経営に

生かすこ
とで、改
めて感謝
の気持ちが深まったという。同店の「い
つまでもきれいを提案できる美容室」の
コンセプトを実現できるよう常に最高
の技術とセンスを届けることを心がけ
ており、かつて勤めていた頃の顧客
が遠方から訪れることも多いという。
　年を重ねる両親と接する中で介護の必
要性を実感、ヘルパー2級の資格を取得
するとともに、福祉美容師の認定を受け
た。2年前から新たな美容サービスの一
環として、病気やケガなどで外出しづらい
人などを対象に訪問美容も始め、スタッフ
２人を増やして体制を増強した。
博行さんの娘も現在、美容師として
他の店で働いているが、「美容は、お
客様が年齢に応じて美しく変われるよう
にサポートすることも仕事。半世紀にわ
たってお客様と地域に支えられた店を、
娘に継ぎたいと言ってもらえるようにす
るのが夢」と話している。
㈲HANA美容室＝☎3480-4077
　営業時間＝午前９時～午後６時。火
曜、 第１・3水 曜 休 み https://
www.komae-hana.com/

高齢者向けに訪問美容サービスも実施

昭和43年に創業／狛江ショッピングセンターとともに歩む
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火災や水害をはじめ震災に備えた市
民の自主防災組織として注目が集まって
いる消防団。4月1日に就任した狛江市
消防団長の冨永松弘さん(44)に今後の
方針などを聴いた。

「4月1日付けで13代目の狛江市消
防団長に就任しました。最近の団長の
中では就任時の年齢は若い方です。消
防団は、本業を別に持つ一般市民で構
成する自主的な防災組織で、仕事の合
い間に厳しい訓練を行い、緊急時には
消防署員と協力して消火、応急救護、
警備活動を行い、町の安心・安全を担っ
ています。市内には6つの分団と、全
体を統括する団長、副団長、各機能
別の団員などが所属する本部があり、
105人の団員がいます」
「狛江の消防団員は１期３年で、３～４
期続ける人が多いのですが、なり手が
増えず、最近は4～5期とやや長く
なっています。以前はほぼ全員が農家
も含めた市内の自営業者でしたが、い
まは市外に勤務する団員も増えている
ので、火災などはかけつけられる人だ
けで対応するようにしています。各分団
の訓練や点検も集まれる時間帯を決め
て行っています」
「月1回、分団長会議を開き、各分
団の状況や訓練などについて情報交換

をしています。団長は総括指揮を担当
しますが、トップは細かく動くのではな
く、現場を直接担当する副団長が安心

して活動
できるよ
うにする
のが理想
です。団
員は『町
を守る』
という使
命感が強
く、消防

団員であることを誇りに思っています。
ただ、いつやってくるかわからない災害
を常に意識しているのはストレスになり
ますし、楽しくなければ活動は続きませ
んから、プライベートでも団員同士のつ
ながりが増えるよう、分団を越えてサッ
カーやゴルフなどのスポーツを通して懇
親を図り、相互のコミュニケーションを
深めています」
「通常の火災の時、消防団は消防署員
を補佐する立場で、類焼を防ぐための

消火活動などをしています。ただ、今
後は関東や首都で起きると予測される
震災に対応した訓練に力を注いでいく
方針です。関係機関の役割分担はあり
ますが、非常時になればマニュアル通り
にやれるとは考えにくく、消防団員が最
前線で活動することも考えておく必要が
あります」
「例えば、消防車両が通れない可能性
があるので、まちをよく知っている団員
の軽トラックに可搬ポンプを積み、学校
のプールや消火栓などの水利を使った
消火訓練に力を入れていく方針で、大

きな災害時に役立つような体
制を作り上げたいです」

冨永松弘さんの横顔＝狛江
市西野川生まれ。狛江第七小学校、法
政大学第一中学校・高等学校(現・法
政大学中学校・高等学校)を経て、法
政大学社会学部卒業。アパレル関連の
会社に勤めた後、家業の農業を継ぐ。
28歳で高齢者向けグループホームなど
を建設して貸し出す事業を起業。平成
8年に23歳で狛江消防団第６分団に入
団、17年に同分団長、消防団副団長
を3期務める。母と妻、子ども2人の5
人暮らし。趣味はゴルフと家族旅行。

狛江市消防団長

冨永  松弘さん

大きな災害時に役立つような体制を作り上げたいです


